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20
け
ん
り
春
闘
は
昨
年
11
月
29
日
発
足
集

会
を
開
催
し
、
「
貧
困
・
格
差
・
差
別
を
許

さ
な
い
！
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
を
！

誰
で
も
ど
こ
で
も
時
給
１
５
０
０
円
以
上
、

月
額
25
万
円
以
上
」
の
実
現
を
も
と
め
て
闘

う
方
針
を
確
認
し
た
。

今
回
特
筆
す
べ
き
は
、
学
習
会
で
「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
」
に
つ
い
て
講

演
（
講
師
は
稲
葉
雅
紀
氏
・
市
民
社
会
政
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
政
策
担
当
顧
問
）
を
受
け
た

こ
と
だ
。

最
近
電
車
内
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
背
広
の

襟
も
と
に
カ
ラ
フ
ル
な
円
形
や
四
角
の
バ
ッ

チ
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
こ
そS

D
G

ｓ
の
バ
ッ
チ
だ
。S

D
G
s

と

は
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た

２
０
３
０
年
末
に
向
け
た
世
界
の
指
針
「
持

続
可
能
な
国
際
目
標
」

だ
。環

境
、
貧
困
、
紛

争
な
ど
人
類
が
直
面

す
る
諸
問
題
に
対
し
、

国
際
社
会
が
取
組
む

べ
き
目
標
を
定
め
、
将
来
の
世
代
に
よ
り
よ

い
暮
ら
し
、
よ
り
よ
い
地
球
を
残
そ
う
と
す

る
指
針
だ
。

具
体
的
に
は
17
の
目
標
が
あ
り
、
そ
の
中

に
１
６
９
の
具
体
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
目
標
１
は
貧
困
を
な
く
そ
う
、
目
標

５
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
目
標
８
は

働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
等
だ
。
日
本
も
含

め
て
１
９
３
カ
国
が
賛
同
し
て
い
る
が
、
ア

ベ
政
権
の
取
る
政
策
は
全
く
ち
ぐ
は
ぐ
だ
。

「
女
性
活
躍
」
と
言
い
な
が
ら
２
０
１
９
年

の
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
過

去
最
低
の
１
２
１
位
（
１
５
３
カ
国
中
）
で
、

イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
肩
を
並
べ
て
い
る
。

講
演
で
稲
葉
氏
は
、
労
働
組
合
に
は
賃
上

げ
や
労
働
条
件
の
向
上
確
立
な
ど
本
来
の
労

働
組
合
の
役
割
強
化
が
必
要
で
、
持
続
可
能

な
生
産
と
消
費
の
実
践
、
企
業
の
社
会
的
責

任
に
つ
い
て
の
追
及
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。

ネ
ッ
ト
でS

D
G

ｓ
を
検
索
し
て
み
よ
う
！

全
労
協
は
１
月
17
日
に
旗
び
ら
き
を
開
催
、

春
闘
始
動
。

20
春
闘
パ
ン
フ
も
作
成
し
た
。
職
場
討
議

に
活
用
し
て
い
こ
う
。

２
月
14
日
昼
に
は
け
ん
り
春
闘
ス
タ
ー
ト

で
も
あ
る
経
団
連
前
の
行
動
が
取
組
ま
れ
た
。

20けんり春闘行動予定

2月14日（金）東京総行動総務省前

2月14日（金）けんり春闘行動経団連前

2月15日（土）西日本春闘討論集会（大阪、～16日）

2月19日（水）全労協脱原発集会全水道会館

2月19日（水）第５３回「１９日行動」衆 2前

2月20日（木）自衛隊中東派遣に反対し閣議決定の撤回を

求める集会 文京区民センター

3月01日（日）移住労働者との連帯を！マーチインマーチ2020

東池袋中央公園

3月２日11時～郵政本社前集会 非正規労働者と共に闘おう！3

月６日（金）止めよう辺野古新基地建設！辺野古裁判勝利！

首都圏集会（日本教育会館）

3月13日（金）神奈川春闘総行動

3月14日（土）福島県民集会福島市

3月20日（金）さようなら原発集会亀戸公園

4月03日（金）20けんり春闘総決起集会＆銀座デモ

日比谷コンベンション

5月01日（金）第91回日比谷メーデー

5月03日（日）9条改憲NO!憲法大集会 有明防災公園

※上記以外に、各地方・ブロックでの春闘行動が予定。

2019年11月29日、20けんり春闘発足総会

2月14日昼 けんり春闘第一波行動で経団連へ200

名で抗議の声を上げた。また郵政ユニオンの非正規

労働者150名が差別是正を求め全国６つの地裁に午

前中集団提訴した報告があった。後日長崎で4名の

提訴がある。



い
職
場
で
あ
る
こ
と
も
大
問
題
だ
。
加
え

て
差
別
を
認
め
な
い
聖
マ
リ
医
大
に
は
私

学
助
成
金
が
満
額
い
く
と
し
た
ら
、
盗
人

に
追
い
銭
の
よ
う
な
も
の
で
さ
ら
に
許
せ

な
い
！
（
Ｙ
）

私のお気に入り

蒸留水を飲んで健康に

私が住んでいる街の水が非常に良くないことが分かり、浄水器を使っ

て水を飲んできましたけれども、浄水器にも限界があるらしく、今年か

ら蒸留水を飲むことにしました。

最初は蒸留鍋を使って複雑にホースを幾つか使って水を作りましたが、

今は蒸留ポットを使って楽に水を作っています。蒸留後、ポットの下に

残るものを見ると驚きます。そして、蒸留された水は接触する物質を吸

収する機能があるため、プラスティック容器ではなく、５Lの梅酒漬けガ

ラス瓶に水をいれ毎日飲んでいます。不思議なことに蒸留水を飲み始め

て、最初の３日間はベッドから起きれないほど痛みが出ました。蒸留水

についてインターネットで調べたところ、最初には要らない不純物が細

胞から出され、体中を回るから痛みが出るそうです。

しかし、それが排出された後は体が楽になるということでした。蒸留

水は体内に蓄積されているカルシウムを排出することに

貢献する水であり、海外の病院ではアルツハイマーの患

者さんに飲ませたり、関節炎に最も効果がある治療方法

として飲ませたりすることを知りました。個人的に蒸留

水を飲んで驚いたのは、二日酔いが一切なくなったこと

です。肝臓がキレイになったということなのでしょうか。

とにかく、お酒に弱い私にとっては嬉しいことです。

全国一般東京南部 クッキ・チュー

２
月
12
日

入
試
差
別
を
認
め
な
い
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
大
に
抗
議
す
る
緊
急
院
内
集
会

開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
に
財
務
省
事
務
次
官
の
セ
ク

ハ
ラ
事
件
に
次
い
で
８
月
に
は
官
僚
の
不
祥

事
に
端
を
発
し
東
京
医
科
大
入
試
で
女
性
に

一
律
減
点
す
る
と
い
う
差
別
が
発
覚
し
た
。

そ
の
後
文
科
省
の
調
査
で
も
他
の
医
大
で
も

同
様
な
事
が
行
わ
れ
て
い
る
事
が
指
摘
さ
れ

た
。
今
い
く
つ
か
裁
判
も
行
わ
れ
て
い
る
。

東
京
医
科
大
な
ど
は
事
実
を
認
め
、
私
学
助

成
金
の
カ
ッ
ト
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
大
学
は
今
年
１
月
17
日
に
な
っ
て

第
三
者
委
員
会
の
調
査
報
告
書
を
公
表
し
、

そ
こ
に
は
「
性
別
・
現
浪
区
分
と
い
う
属
性

に
よ
り
一
律
の
差
別
的
取
扱
い
が
認
め
ら
れ

る
」
（
例
え
ば
２
次
試
験
１
８
０
点
満
点
の

と
こ
ろ
女
性
は
一
律
△
80
点
！
）
と
結
論
づ

け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
学
側
は
、
「
一
律
機

械
的
に
評
価
を
行
っ
た
と
は
認
識
し
て
い
な

い
が
、
意
図
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
属
性
に

よ
る
評
価
の
差
異
が
生
じ
、
一
部
受
験
生
の

入
試
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
の
認
識
に
至
り
ま
し
た
」
と
不
正
を
否

定
し
た
。

こ
ん
な
開
き
直
り
は
許
せ
な
い
と
実
行
委

員
会
形
式
に
よ
り
12
日
参
議
院
議
員
会
館
で

緊
急
院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
弁
護
団
の

報
告
、
文
科
省
か
ら
大
学
に
合
理
的
な
説
明

を
求
め
て
い
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
続

い
て
、
裁
判
を
支
援
す
る
女
性
や
高
校
生
、

大
学
生
の
怒
り
声
、
現
役
の
医
師
、
予
備
校

経
営
者
の
発
言
な
ど
が
続
き
、
会
場
か
ら
は

引
き
続
き
調
査
を
す
べ
き
と
文
科
省
へ
の
要

請
も
出
さ
れ
た
。
文
科
省
は
調
査
の
予
定
は

な
い
と
後
向
き
な
答
え
だ
っ
た
。
議
員
や
政

党
関
係
者
、
報
道
関
係
者
も
多
く
会
場
は
い
っ

東京高裁のマタハラ不当判決に対し、12月24日に

続き1月28日雨の中、裁判所への抗議のアッピー

ルをおこなった。

ぱ
い
だ
っ
た
。
本
来
受
か
る
べ
き
女
性
が

落
と
さ
れ
、
落
ち
る
べ
き
男
性
が
受
か
る

と
い
う
の
で
は
、
安
心
し
て
医
者
に
か
か

れ
な
い
。
過
労
死
が
出
る
ほ
ど
の
医
者
の

長
時
間
労
働
が
一
向
に
改
善
さ
れ
て
い
な

第29回全労協女性委員会総会を開催

2019年11月16日、港区立生涯学習センターにて第29回全労協女性委員会総会を

開催した。加藤幹事（国労女性部）の司会で開会し中原代表が主催者挨拶を行い

ました。

第一部は1954年に闘われた全繊同盟による近江絹糸人権闘争の記録「立ち上が

る女子労働者」のＤＶＤを上映し、外出の自由、仏教の強制反対、信書の開封・

私物検査の即時停止などを要求して女性労働者がストライキで闘う実写記録は貴

重で映像に見入り、元繊維労連書記の広木道子さんから、戦前戦後の日本経済を

支えた繊維産業で働く女性労働者の闘いの歴史を興味深く聞きました。

第二部は柚木幹事の総会議案提案の後に参加者の発言を受けました。日通の不

当な雇止めと闘うＯさん、米国ユナイテッド航空の解雇と組合差別と闘う吉良さ

ん、アスベスト闘争を闘う村上さんの争議報告に続き、全統一労組千葉市非常勤

嘱託員分会の山室さん、郵政ユニオン女性部長の堀谷さん、女性ユニオンの田中

さんからは裁判の報告などがあり、広島スクラムユニオンの土屋さんから広島で

の取り組み状況、ふくしま連帯

ユニオンから「ヘルバー立ち上

がる」と国賠訴訟を提訴した佐

藤さんの報告がありました。青

年委員会・西山副代表が紹介さ

れ、第三部の懇親会で交流を深

めました。

女性委員会代表幹事 中原純子


